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女子中高生の意識の変化とその背景
社会・メディア・学校からのメッセージ

-世論関査部山内利香

本相は，ジェンダーによって規定されてきた女性的主役加が，現代の中学生 高校生の価値観や考

え方にどのように反映されているのか，品るいは反映されなくなっているかを明らかにするのが大き

な目的で品る。女性たちは，幼少の頃から「女の子だから」と 社会や文化，時代に問侍される女性

としての振る御いや考え方を扱られる。しかし.NHKが1982年から2002年にかけて 4回に渡って実

施した「中学生 高校生の生活と意識調査」の結果を見ると.男女のZ語、織の迎いは少立く立ってきて

いて，社会にj田侍されている性別の役加を演じる中高生の割合は I 減少していることがわかった。そ

の 方で親は男の子よりも女の子に主1'(，という傾向が見られる立ど 「女子は男子ほどj田侍されな

Lリという側面がうかがわれた。

このデータを読み{~~くにあたり I 本稿では まず社会開域的要因として.". r男女雇用機会均等法」

をはじめとする法律やUiIJ度の函での男女平等施策の進展と.'"メディアが伝えた女子巾高生をめぐる

流行現象や女性アイドルの変還について分折した。さらに直接的な要因として V性役四l分担の意識

の前れなどに見られる家族仰の変化と V学校教育の中で伝えられるジェンダーメッセージについて

分析した。

これら 4つの側面について この20年間の社会や学校の変化を把握した上で 女子中高生の意識

の変化との関連を考察した。その結果，女子中高生に対して「女らしさJを品からさまに強制はしな

くなったものの 1 彼女たちが将来世の中を助か l.重要な決断を下していくような存在になることを

「朋待していなlリという状況が品ることを浮かび上がらせた。
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はじめに

女子高生のカバンの重さは，平均で 3キロ

という。キティちゃん，ピングー，くまのプ

ーさん，ピカチュウ，お茶犬など，様々なキ

ャラクターマスコットをぶら下げたカバンか

ら，携帯電話が顔をのぞかせている。校則で

携帯電話の持ち込みを禁止している学校も少

なくない。それでも彼女たちが目にも止まら

ぬ早技でメールを打っている姿をいたるとこ

ろで目にする。

彼女たちは日常的に化粧もする。病的に日

焼けした肌に目の周りと唇だけ真っ白の「ヤ

7 ンノリメイクは速い昔で，今のメイクは周

囲が嫌悪感や述和感を党えるようなものでは

ない。小紛胞で自然である。そのため，一部

の過激な女子高生たちのものだったメイクが，

ごく普通の女子高生たちにも広く受け入れら

れるようになったのであろう。コンビニやド

ラッグストアで，安くて可愛い化粧品が手経

に腕入できるようになったことも，それを支

えている。

2002年の夏にNHKが実施した「中学生・高

校生の生活と意識調査J1) (以下，中高生調査

と呼ぶ)の結果では，女子高生の 9割近くが

携帯電話を持ち， 6剖近くが自分専用の化粧

品を持っていた。子どもっぽいキャラクタ一

人形がぶら下がったバッグには化粧品が詰め

込まれ， 3キロの一部をなしているのである。

街で見かける女子高生の屈託のなさからは，

枠に縛られない自由な生き方を楽しんでいる

ように感じられる。

中高生調査の結果から，女子は男子に比べ

ると，従来の価値観や社会的な常識の枠に捕

らわれずに生活している様子が浮かび上がっ
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た。今の女の子たちは， I女だから00して

はダメ」と言われることは少なくなっている

だろう。では，彼女たちは，本当に 4自由"に

なったのだろうか。今の中高生にとって守

「女だから」という枠は，もはや足州lではな

くなっているのだろうか。中高生調査の結果

の男友差を分析し，その迷いの背景を分析す

ることで，今の-t:子中高生の置かれている状

況を明らかにした¥'，

本稿では，まず， Iで，中高生調査の男女

差を分析していく方向性に関し，ジェンダー

視点と関辿する諸要因の枠組の設定をおこな

う。つつく， IIでは，今回の調査の具体的分

析から，なくなりつつある男女差のrrm認と子

どもへの親や教員の期待の相述について論じ

ることとする。皿とNでは，そのような男女

差の部まりと，一方でかけられる期待に男女

の差異がある実状に関辿すると組、定される諸

要因を，背景的要因(社会環境 メディア)

と直接的要因(家庭・学校)にわけで論じて

みることとする。

銀幹分析の方向日間組

1 .ジェンダーという視点

キャラクタ一人形や化粧品の入ったカバン

を持ったk子高生は，自分が“女子高生"と

呼ばれることの意味について考えたことがあ

るだろうか。彼女たちは，ジェンダーという

言葉は知らないまでも，近い将来，単純に生

物学的な性別として「女」と分類されている

以外に，自分を「女」として規定しているも



のがあることを知るだろう。あるいは，すで

にジェンダーの存在に気づいている生徒もい

るだろう。本稿は，中高生調査の結果を男女

の差に着目して分析する。その男女の差は，

生物学的な性別に由来するものではなく，

「社会的・文化的につくられる性」であるジ

エンダーに由来するものである。

Scottは，ジェンダーを「肉体的差異に意味

を付与する知」であると定義している 2)。ま

た堀内かおるは，ジェンダーとは 9 社会や文

化の中で期待される男女の役割や， i男らし

さJi女らしさJの恨拠となっており，社会的

存在である人聞が他者と関わり合う中で，女

性あるいは男性として意味つけられる関わり

のあり方の中に見出される関係性概念である

としている3)。

今回の調査に盛り込まれた質問の中に，す

でにジェンダーが存在する。例えば，自分の

性格についての質問は， i自分勝手Jか「思い

やりがある」か， i自分から進んで何かをす

るほうJか「しりごみするほう」かという 2

つの選択肢の内 lつを選ぶ形になっている。

こうした選択肢は，どちらかが男性的でもう

一方は女性的と位置づけることができる。た

だし，その男性的，女性的というのは，いわ

ゆるステレオタイプの意味づけであり，社会

の持つ価値観が反映されているものである。

私たちの社会の価値観とは，やはり社会で力

を持つ男性中心に形成されたものであり，自

ずと男性に剖り当てられたステレオタイプが

望ましいものと考えられてきた。

1970年代，アメリカで，男女の述いや特性，

行動様式などをリストアソプしてもらう調査

が行われた。その結果，男女ともに，男性の

ものとして取り上げた特性を好意的と評価
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し 「行動的J，i競争的J，i論理的J，i支配

的J，i野心家J，i冷静J，i勇敢J，i独立して

いてたやすく影響されなLリなどが，男性的

な特性と見なされた。一方，男性的としてあ

げられた特性の反対の意味を持つ特性は，す

べて女性的と見なされ，あまり望ましいとは

思われないものだった。女性的だと見なされ

た特性の中で，望ましいと見なされたものは，

「荒っぽい言葉は使わなLリ， i話し上手であ

るJ，i気がきく J，i穏やかJ，iほかの人の気

持ちによく気がつく J，i消淑な習慣J，i慢し

い気持ちを自然に表す」などであったり。

こうしたステレオタイプの意味づけを見る

限り，女性的と期待されている役割とは，男

性の補助的なものであり，物語の中心にはな

りえなPo積極的に行動し，自分で決断し，

世の中を助かしていくことは女性には求めら

れていないことがオコかる。

ジェングーによって期待されてきた女性的

な役割は，現代の中学生・高校生の価値観や

考え方にどのように反映されているのか あ

るいは反映されなくなっているのかを明らか

にするのが，この論考の大きな目的であり，

ジェンダー祝点を導入する意味はそのような

ところにある。

2，関連する諸要因の枠組

中高生調査は， 1982年に第 l回を実施し，

その後，質問の見直しをしながら， 1987年，

1992年，そして2002年と回を重ねた。この20

年間で，中高生の価値観や考え方は変化して

いる。人々の意識は，社会の動きや社会環境

の変化を映し出す“時代の鋭"のようなもの

と言える。調査結果をどう受け止めるべきか

を考えるにあたっては，意識の変化の背景に
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ある社会や家庭・学校のありようについて検

討する必要がある。

本稿では，大きくは 2つ、細かくは 4つの

側面について，中高生の意識の背景を探って

いきたい。各々は，社会環境的要因として

「社会制度Jと「メディア」について，直接

的要因として「家族」と「学校」についてで

ある。まず社会環境の変化として，背景的に

影響をおよぽす要因の第 l点は， 1986年に施

行された「男女雇用機会均等法」を始めとす

る法律や制度の面での男女平等施策の進展で

ある。男女平等や女性の社会参加を求める

人々の意識が，こうした法律や制度として実

現していったのと同時に，ごうした法律や制

度が男女平等や女性の社会参加の意識をさら

に広げていったと考えられる。

背景的に影響をおよぼす第2点は，メディ

アを通じての流行や社会風俗の側面である。

この20年の間に，松田聖子，おニャン子クラ

ブ，宇多田ヒカルらの女性アイドルが活躍し

た。そして，コギャル，ガングロ，ヤマンノす

などの女子中高生をめぐる流行現象が注目を

集めた。「人気者は，それぞれの時代のまさ

に時代精神のシンボルであり，そこにはその

時代時代の人身のものの考え方・感じ方(社

会心理)や価値観が反映されているJ5)とい

う立場から，女性アイドルや流行を通じて，

その時代や社会の特徴を浮かひa上がらせると

ともに，その時代の「女らしさ」のメッセー

ジがどのようなものであったかを分析する。

なお，メディアを通じての影響ということで，

これらは背景的なものとも言えるのだが，他

方でそれらが女子中高生の具体的実践を通じ

てブームとなり，周囲の仲間たちがそれを行

うレベルにまで達した時，それは直接的影響
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の要素を濃厚に持つようにもなろう。

それら社会環境的影響の一方で，中高生に

直接的影響のおよぶ要因の第 l点として，家

族・親子関係を考えることができる。

中高生調査では，調査相手の中高生の父親，

母親にも質問をしている。親から見た子ども

の姿や教育についての考え方だけでなく，社

会や日本の将来について，また人生観など，

中高生と同じ質問も行っている。その結果を

見る限り，親と子の20年間の意識の変化には

多くの共通点があり，親子で共通の質問には，

同じ傾向の変化が見られた。また親から見た

子どもの姿や子どもにかける期待などにも，

中高生自身が自分にくだした自己評価と同じ

傾向の変化が見られた。このように，親子聞

の意識の関連性は切り雌せないものであり，

中高生の意識には家族や親子関係が直接的影

響を与えていることは間違いないと言えるだ

ろう。

直接的に影響をおよぼす第 2点は，中高生

の生活の中で大きなウェイ卜を占める学校教

育の側面である。『学校教育とジェンダー』

を著わした木村涼子は， iなぜ，そしていか

にして，女の子は『女らしく j，男の子は『男

らしく』なるのか。この間いは， rジェンダ

ーと教育』研究の根源的なテーマである」と

述べている 6)。

女子の大学進学率の上昇や家庭科の男女共

修など，学校教育の中で男女平等は目に見え

る形で進んでいる。しかし，その一方で，教

科書に登場する人物像がステレオタイプの男

女の役割を担っていることなど，学校教育の

中に潜む「隠れたカリキュラム」が指摘され

ている 1)。学校教育の中で，どのようなジェ

ンダーメ yセージが伝えられているかは，中



高生の意識を理解する上で，不可欠の要素と

言える。

図1に盤理したように，これら 4つの側面

から社会背景や女性をめぐる環境の変化を把

J屋した上で，調査結果に表れた女子中高生の

意識の中に残る「女らしさ」の枠について考

察したP，

図 1 分析枠組

rll~1i~tの主主l前

E三日

中高生の意識の男女差

1 • なくなりつつある男女の違い

(1)1女らしさJr男らしさ」のゆらぎ

「女らしさH男らしさ」とは，女性や男性

にふさわしいと社会から見なされる身なりや

行動，態度，ものの考え方をすることが根拠

になっている。特に「女らしさ」という価値

観に縛られてきた女性たちは， r女の子だか

ら」と，幼少の頃から，社会や文化，時代に

期待される女性としての振る舞いや考え方を

絞られる。その結果，振る舞いや考え方，そ

れに人生観などにも，女性として社会から期

待される感覚が染みこんでいると分析されて

立子中日生の忠誠の変化とその背景

きた81。

現代の女子中高生も，多かれ少なかれ，そ

うした「女の子だから」という般を受けてき

たと考えられるが，中高生調査の結果を見る

と，そう単純でーはなP，こごでは，中高生調

査の結果から表 1に整理したような，人生観

や倫理観，振る舞いや考え方などの諸点に関

する回答の男女差の現状と20年間の変化につ

いて見ていきたい。

まず，自分の性格についての質問の結果を

紹介しよう。「自分勝手だ」と思うか， r思い

やりがある」と思うかのいずれかを選んでも

らった結果が図2である。 1982年の第 l回の

調査では回答に男女差はなかったが， 2002年

の調査では， r自分勝手だ」と答えた女子が

50%で，男子の45%を上回った。一方， r思
いやりがある」と答えた男子は41%で，女子

の32%よりもかなり多い結果となっている。

従来の価値観から言えば，男子よりも女子

に「思いやりがある」という回答が多いこと

が社会的に期待されていたと考えられる。

「思いやりJは「女らしさ」の大きな要素であ

表 1

1.本人白書践

①性格一一一一一一思t、やり 柿極性依存性

②モラル 姉Iji!空捗近世(It!l
③勉学一一一←一一勉強時間・授品評価 自己11~:価

f註特学匪"Oi望

④人生観 主弧"協t間続中"マイベース

⑤目立度 自立希望生活習慣海外との関わり

2.親の置酷

①勉学 品特学恒品51J
②しつけ 生活習慣勉強に対するii.rJ:

厳しさ評価・校即日F価

3.本人由学校観

①携しさ一一一-1.y 1!!~ 内容

②教員との関樺 理解国

NHK脱文化研究所年報酬 1149



図2 r自分勝手」か「思いやりがある」か
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1982年

思いやりがある FちPきもい主主話

男子

.1  '.  i 田・ ・ 4・“・ー

3i% :10 33 

38 30 33 k干

2002年

、

・も

L

と
い
な

ら
主
ら
筈

ち
え
か
回

ど
い
わ
栴

自分間干だ 思いやりがある

男子 45% 11 H 

¥ 

50 32 女子
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り，一方「自分勝手」な振る舞いは「男らし

さ」の観点から見れば強い意志の裏腹として

許容される場合もあるが， I女らしさ」の問

点からは非難されるべき性格となる。 1979年

に発売されたチューリ yプのヒット曲「虹と

スニーカーの頃」にある「わがままは男の罪，

それを許さないのは女の罪」というフレーズ

は， I自分勝手な男を許す思いやりのある女」

というジェンダ一役割の期待が込められてい

るが，現代の中高生にとっては， I自分勝手

な女を許す思いやりのある男Jという状況が

一般的になっているのかもしれない。

次に「しりごみをするほうだ」と思うか，そ

れとも「自分から進んで何かをするほうだ」

と思うかについて見てみる(図 3)01982年か

ら2002年にかけて，男女とも「自分から進ん

で何かをするほうだJと答えた割合が増えて

いるが，わずかながら女子の方が男子よりも
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積極的な性格と自己評価する傾向が出始めて

いる。ごの場合も， I自ら進んで何かをする」

という積極性は，男子に求められていたはず

の役割であり，女子はどちらかといえば消極

的な「しりごみをする」傾向が強いというイ

メージがあったが，そうした結果にはなって

いない

「人を頼りにするほうだ」と思うか， I自分で

何でもやるほうだ」と思うかについては.1982 

年当時， I人を頼りにするほうだ」と答えた

のは，男子よりも女子の方が多く， I自分で

何で也やるほうだ」と答えたのは，男子の方

が女子よりも多い結果となっていた(図 4)。

しかし.2002年までの20年間で.I人を頼り

にするほうだ」と答える男子が増えて.I自

分で何でもやるほうだ」と答える女子が増え

ている。 20年前は，男子に「自立型」が多く，

女子に「依存型」が多い。それは当時の社会
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1982年

自分で阿で也
やるほー

人を如りに
するほー

男子

止子

未婚の若い人たちの男女関係について，具体

的には「婚前交渉」の是非を問う質問をして

いる。図 5は「結婚式がすむまでは性的まじ

わりはすべきではなLベ不可)J， I結婚の約

束をした間柄なら，性的まじわりがあっても

よい(婚約で可)J， I深く愛し合っている男

女なら性的まじわりがあってもよい(愛情で

可)J， I性的まじわりをもつのに，結婚とか，

愛とかは関係なL、(無条件で可)Jという 4つ

の中から，自分の考えに近いものを選んでも

らった結果である。 1982年の調査で「不可」

を選んだ保守的な回答が，男子は14%に対し

て，女子は33%と3分の lを占めていた。そ

れが2002年の調査では，女子は 9%にまで減

が期待する性別の役割jを反映した結果だった

と言える。しかし， 2002年の調査結果では.

女子の「自立型」が男子に追いつき，男子の

「依存型Jが6剖を占めている。

中高生調査の回答を見る限り，社会に期待

されている性別の役割Iを演じる中高生の割合

は.減少していることがわかる。少なくとも，

ステレオタイプの「男性的J，I女性的」な特

性をそのまま今の中高生に当てはめることは

できなくなっていると言える。

(2)モラルの変化

性についてのモラルや道徳観についての男

女差にも変化が見られる。中高生調査では，

2002年

畳仙で可

17 

58 

不可断的で可

9 

10 

12% 

9 

婚前交渉

田子

女子

図5

わからない
師同容

加条('1'で旦ニューL

l:l% 15 以) ':)16 

~ --...._____ 

33 16 ，11 61，1 

1982年

霊仙で可不可師約で可

男干

k二f
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少している。 20年間で，女子の保守的な考え

は大きく減少し，男子はほとんど変化しなか

った。一方， I愛情で可」を選んだ削合は，

1982年には男子が60%，-/;{子が41%と男子の

方が多かった。しかし2002年には男子が半数

を下回り，逆に女子が 6割近くまで増加し，

男女差が逆転している。

このように，婚前交渉については 女子で

厳椅な考え方が減り， I愛があれば」といっ

た解放的な，他方で愛情至上主義的な考え方

へと大きく変わった一方で守男子の変化は女

子ほど大きくはなかった。

そもそも性突渉に紋極的であることは女子

にとって「はしたないこと」とタブ一千見さオ1

てきた9)。しかし，この20年の変化を見ると，

そうした性に関するモラルが女子を縛りつけ

るという状況は薄れていると言っていいだろ

つ。

続いて，中高生の道徳観について見てみよ

う。調査では， Iやってはいけないと思うこ

と」を被数の選択肢からいくつでもあげても

らった。その結果を男女で比較して特徴的だ

ったのは， I飲酒J，I喫煙J，Iシンナ-J， 

「万引き」などの法律に触れる行為をあげた

割合には，男女の差はほとんどなかったのに

対して， I学校の規則に合わない服装をする」

「口紅や7 ニキュアをつけるH髪の毛を染め

るHピアスをする」といった，服装やファッ

ション，メイクなどに関する項目では男女差

が見られた。

図 6は，それらの行為を「やってはいけな

いと思うこと」としてあげた富IJ合を男女別に

示したものである。どれも10%以上の差がつ

いている。特に「口紅や7 ニキュアをつける」

と「髪の毛を染める」を「やってはいけないJ

152 

図6 やってはいけないと思うこと(複数回答)
(2002年)

学校のI見山lに介わない間伎をする
3G 

.16% 

口紅やマニキュアをつける

控のもを染める

Ib 
ビアスをする

やってみたいと思ったり，ゃったことがあること(複数回答)
(1982年)

学伎の矧11山ご合わない1111悼をする
27% 

口町やマニキュアをつける

F、ーマをかける
2i 

と思っているのは，女子のわずか 5分の l程

度しかいない。

2002年以前の調査では閉じ質問をしていな

かったが 「やってみたいと思ったり，ゃっ

たことがあるもの」をいくつでも選んでもら

う質問をしている。その中で興味深かったの

は， I口紅やマニキュアをつける」を「やって

みたいーゃったことがある」と答えた女子中

高生は 21 %で全体の 5分の lであった。こ

のように， 1982年調査では「やってみたい

やったことがあるJと答えた女子中高生が 5

分の 1，そして2002年の調査では「やっては

いけなLリと答えた女子中高生が同じ剖合で

あった。偶然ではあるが， Iやってみたい l

と「やってはいけない」という巡った方向か

らの問いかけをして，同じ割合の回答が得ら

れたのは， 20年の聞に女子中高生のモラルの

基準が大きく変化したことを物語っている。

(3)勉強時間と進学の最終目標

続いて勉強に関する項目ではどうだろう



か。中高生調査の中で，普段の日に学校以外

の家や塾などで平均何時間ぐらい勉強してい

るかという質問をしている。 1982年の調査で

は，学校以外では「ほとんど勉強しなLリと

答えた剖合が，男子19%，女子15%と，男子

の方が勉強しないと答えた割合が多かった

(図7)。一方， 12時間くら L、」から 15時間

以上」の合引を見てみると，わずかに女子の

方が多い傾向が見られ， 20年前は男子よりも

女子の方が，勉強時間が長い傾向があった。

「ほとんど勉強しなLリと答えた割合の変化

を見てみると，男女ともに1987年までの 5年

間に増加し，その後男子はわずかな増加だっ

たのに対して，女子は92年から2002年までの

10年間に10%増加している(図 8)。その結果，

「ほとんど勉強しなLリと答えた剖合に，男女

の差はほとんどなくなり，男女ともに約3自l

が学校以外ではほとんど勉強していないと答

えている。このように， 20年前には男k差の

あった「勉強時間」が，男女ともに勉強しな

Lミ方向に変化しながら，女子が男子に追いつ

く形で男女差がなくなっている。

勉強時間が減っている状態で，授業につい

てはどのように考えているのだろうか。「授

業で教えられる中身が多すぎる」と思うかと

k子中高生の)"J識の変化とその背j;t

図8 Iほとんど勉強しない」と答えた割合の変化

40 r% 

30 
30 

20 

10 
15 

。
1982{!'- 1987年 1992年 2002il 

うかの質問で， 1そう思う」と答えた削合は.

男子では1982年と2002年でほとんど変化がな

かったが，女子はわずかに増加している。

「授業の進み方が早すぎる」についても，女

子にだけ増加の傾向が見られた(図 9)。わず

かな変化ではあるものの，学校以外での勉強

時間の減少とあわせて考えると，授業につい

ていけないと感じている女子が増えていると

いうデータは，見逃してはならない変化であ

ろう。

このように，勉強時間が減り，授業につい

ていけないと感じている中で，自分の「成総」

については，どのように評価しているだろう

か。 l学期の学校の成樹についての自己評価

を聞く質問で， 1982年の調査では.自分の成

績を「よいほう」と答えた男女の割合は，と

もに9%とl割程度であった。しかし， 2002 

1982年

図7 勉強時間

2002年

男子 :lQ 16 1 7旧112

女う :1<1 I 18 15目3

わからない無回答

ほとんど 30;} 1 時間
勉強しない ぐ郎、 く'らl、

g~ 子

州

mu
7
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お

18 22 。

止子 18 

本初02年の」川町では [30分ぐら l、」を出4RI]をに加えた内 1!l82ff.のl開花結保と単純にはJe!lできない〔
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図9 学校の授業についてどう考えているか

教えられる中身が多すさる

羽 J% [±Zl 
20ト 17 17 18 

I~ 
一ーーーー吋

10ト 13
1.1 1.1 1.1 

。
1982'e I 987'f' 1992'f 2002$[' 

年には男子が10%でほとんど変化はなかった

が 女子は14%でわずかではあるが増加した

(図10)。成績の自己評価は守女子が高くなる

傾向が見られる。自己評価が高いというのは，

裏返せば自分に討いということが言えるので

はないだろうか。

勉強の助機(>Jけとして 進学を目標にして

いるかどうかは大きな要素である。進学の最

終日1粟の質問については 第 I回目の1982年

の調査では「大学まで」と答えた剖合は，男

子が47%.女子が23%と，大学まで進学を希

望する女子は男子の半分程度の剖合であった。

1982年から2002年までの20年間の変化を見て

みると，図11のように，男子が1987年までの

5年間に増加して以降，頭打ち状態が続くの

に対して守女子は調査の都度.その割合を噌

やして.2002年には42%にまで増加した。

図10 白骨の1学期の成績が「よい1.う」と筈えた割合の変化
，/-

30 r'~ 
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実際の統計を調べてみると.文部科学省の

平成15年度の学校基本調査によると，平成15

年 3月の高等学校卒業者のうち，大学等(大

学学部，短期大学木科，大学・短期大学の通

信教育部，大学・短期大学の別科，高等学校

専攻科，盲・聾・誕誠学校高等部専攻科)へ

の進学率は全体では44.6%で男子が42.7%.

k子が46.6%で女子の方が多い。これは短期

大学もふくんだ割合ではあるが，女子のほぼ

半分が高等学校卒業後，さらに高等教育機関

に進学している。

4年HlIJの大学と大学院だけを見てみると，

平成15年 5月l日現在ー学生全体のうち女子

の占める剖合は39%とほぼ4剖であった。平

成 5年にはk子の割合が29%であり .10年間

で女子の占める訓合が大きく増えている。

以上見てきたように，この20年間で「勉強

図11 I大学まで」と答えた割合の変化

:fμ1  55 
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時間」は全体的に減少しながら，男友差が縮

まってきている一方で. I進学の最終目標」

は全体的に高学歴を志望する割合が増加しな

がら，男女差が縮まっていくという結果とな

っている。さらに，女子の方が授業について

いけないと感じている割合が増えていなが

らl 成績の自己評価は女子の方が高くなる傾

向がある。勉強に関する項目で，男女差が縮

まっている要因は単純ではないようである。

かつてのように「女の子だから大学など行

く必要はなLリという言われ方をすることは

少なくなっているだろう。回りを見渡しでも

実際に進学する女子は多くなっている。 18歳

人口の減少で大学の門は広くなっていて，特

に短大は入学定員を満たしていない学校が増

えている。女子にとって，高校を卒業して大

学や短大に進学することのハードルが低くな

っているという環境の変化は守女子の勉強に

ついての考え方に変化をもたらした lつの要

因であることは問述いないだろう。

(4)人生観

これまで，性絡，モラル，勉強についての

考え方の男女差をそれぞれ見てきた。ここで

女子中高生の立識の変化とその背!It

はさらに，どのような生き方をしたいと考え

ているのか，生き方に関わる価値観を分析す

る。

「望ましいと思う生き方」について 2つ

の考え方を示して，どちらが自分の考えに近

L功、を選んでもらった。まず「他人がどう言

おうと 自分がこうと思ったことは主張する」

自己主張型か.I無理に自分の考えをおし進

めないで，多くの人の意見に合わせる」協調

型かの質問の結果を図12に示している。 1982

年には「自己主張型」は男子40%. 女子が

35%. I協調型Jは男子56%.女子が62%と，

大きな差ではないものの. I自己主張型」は

男子が多く.I協調型」は女子が多い。社会

から期待されている性別役割を反映した結果

と言える。しかし.2002年には「自己主張型」

が男女とも44%.I協調型」は男子が50%.女

子が47%とほぼ同じ自Ij合になり，男女差がな

くなっている。

また「他人に負けないようにがんばる」競

争型か. Iのんびりと自分の人生を楽しむ」

マイペース型かを選んでもらった結果が図13

である。 1982年は男女とも「競争型」が半数

を超えでほぼ同じ割合であったが.2002年に

1982年

図12 r自己主張型」か「協閥型」か
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1982年

図 13 r競争型」か「マイペース型」か

Eちらとも
いえない

型わからない

2002年 も

い

と
い
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ら
な
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ち
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ど
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わ

腕 ~rf型

出子

J!!i回菩

57% 39 

~~ -12 3 女子

腕争型 イ 型

ザl子

1!11回答

.13% 53 5 

/ 

'~~ 60 5 女子

競 争 11=仙人に!¥けないようにがんばる

マイヘ ス山=のんびりと自分の人生を慌しむ

は男女とも「競争型」が減少し， 1"7イペース

型」が増加する同じ傾向が見られた。その変

化の幅は，女子の方が大きく， 1競争型」が

2削減少し， 1マイペース型」がその分増え

て6由lに迷している。

「競争型」か「マイペース型」かの選択では，

20年前には男女差がなかったが，女子の方が

大きく変化したことで，男女差が生じる結果

となっている。

(5)自立の度合い

次に， 1早く大人になりたいと思うか」と

いう質問について見てみる。 1982年には「そ

う思う」と答えた男子は37%，女子が31%と，

男子が女子をわずかに上回っていた。その後.

女子がじりじりと増えて，男子が漸減した結

果， 2002年には男子33%，女子35%と，ほ

ぼ同じ割合になっている(図14)。

自立に関する質問で，特徴的な男女差が出

た結果があった。「あなた自身ができるものー

あてはまるもの」を 6つの選択肢からいくつ

でも選んでもらう質問である(図15)。選択肢

は「朝，ひとりで起きるH身の回りや部屋の

かたつけをするHテレビ番組は見たいもの

を決め，だらだらと見なLリ「勉強しろと言

156 

図14 早く大人になりたいと思う割合の変化
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6つである。そのうち男女差があった選択肢

は「将来何になりたいかを決めている」とい

う項目で，男子よりも女子の方が高い剖合で

あった。また「大きくなったらやってみたい

剖画をもっている」では，中学生と高校生を

あわせてみた場合，男女間の差は見られなか

ったが，男子中学生，男子高校生町女子中学

生，女子高校生の 4つの層で見てみると，男

子中学生が27%であるのに対し，女子中学生

は35%と，中学生では男女聞の差が見られた。

日常的な生活習慣のレベルの自立の面で

は，男女の差はほとんどなかったが，より本

質的な自立の程度を示す項目では，女子の方

が自立しているという傾向が見られた。この

ように，早く大人になりたいと思う自立への

欲求は，女子が男子に追いついている。さら

に自立するために必要な将来へのビジョンを

持っているかどうかでは，女子の方が男子よ

りも一歩前を歩いていると言えるのではない

油、。

もう lつ，自立に関連して海外への志向を

聞いた質問の結果を紹介しておきたい。図16

は外国語や外国人との関わりについての 8つ

の選択肢を示し， IやってみたいごとJをい

くつでもあげてもらった結果である。 8項目

中「外国人と友だちになる」や「外国の学校

に留学する」など 5つの項目で，男子よりも

女子の方が多いという結果となっている。男

女に差がなかった「外国と仕事のやりとりを

する」や「仕事で外国に長期滞在するJ，それ

に「外国に移り住む」の 3つの項目は，現状

としては男性の方が機会は多いと考えられ

る。しかし，中高生の意識としては男女の差

はなかったのである。

このように海外への関心や積極性に関して

女子'1'目当の泣識の変化とその背Zi

図16 外国語平外国人との関わりについて
やってみたいこと

外[，[へ阻iC旅行に

でかける

外国的の析U(J'(>
本を読む

外四人と
ιだちになる

外国の学校に

同学する

外日と11"'JIの
やりとりをする

IJ引で外問に

且lUJiliHIずる

外l司に移り住む

外rq人と柿附する

この中にはない

(2002iド}

62% 

二コ73

12 

60 

31 

は，男子より女子の方が一歩前を行く状態で

ある。この質問は今回あらたに盛り込んだも

のなので，どのように変化してきたのかは確

認できなPo しかし，単なる外国への興味や

関心で=はなく，仕事に関連する項目でも海外

への志向が男子と同程度であるということは

注目してよいだろう。

性格やモラル，勉強についての考え方など

の男女差を見ると，従来のステレオタイプの

「男らしさH女らしさJを反映した男女差は

縮小し，場合によっては逆転したという印象

さえ受ける側面もある。女子中高生は，これ

まで女性を縛ってきた「女らしさJからは解

き放たれつつあるように見える。少なくとも句

純られているという自覚は弱くなっているだ

ろう。それでは，これまで彼女たちに「女ら

しさ」を伝えてきた親や学校に変化はあった

のだろうか。
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2.親がよせる期待の男女差

(1)高学歴化の男女差

中高生調査では，調査相手の中高生の父親，

母親にも，親から見た子どもの姿や教育につ

いての考え方などを質問している。ここでは，

表lの2にかかげた諸点についての親への調

査結果を，子どもが男子の場合と女子の場合

でどのような述いがあるかを中心に検証して

いきたい。

まずは，子どもに受けさせたい教育程度に

ついて， r大学まで」と答えた割合の変化を図

17に示した。父母ともに， r大学まで」と答

えた印l合がこの20年間で増加している。子ど

もが男子の場合も女子の場合も増加している

が，増加のカーブが性別で述っている。男子

の場合，父母ともに1982年から87年までの 5

年間に大きく増加し， 92年までの 5年間でさ

らに増加して，そこで頭打ちになる。 80年代

の日本経済はバブルに向かった上り調子の時

期である。子どもを大学に進学させることが

経済的に可能な家庭が増えていたこと，大学

卒業後の就職も好調だったことを背景に， r大

学くらいは出ておかないと」といった考え方

が広がったと考えられる。

一方，女子の場合，父母ともに92年までは

あまり変化がなく， 92年から2002年までの10

年間で増加している。これは， r男女雇用機

会均等法」が施行されて約10年が過ぎ，ょう

やく k性を収りまくHlIJ度や法律が整い，女子

で也より高い教育を受けさせようと考える親

がこの10年間で増加したこと.それに母親の

高学歴化が進んだことなどの影響が考えられ

る。

女子に期待する学歴が男子に近づきつつあ

るが，父母ともにいまなお「大学までH大学

院まで」と答えた割合は，子どもが女子の場

合，男子の場合より明らかに低い。

(2)女の子に甘い親

次に自分の子どもとの関係についての質問

を見てみる。

図18は， r子ど也に対してきびしいほうだ」

と思うかどうか「そう思う」か「そう思わなtリ

かで答えてもらった結果である。 2002年の調

査では，父母ともに「そう恩わなLリが多数

派であった。「そう思う」つまり「子どもにき

図17 r大学まで」と答えた変化(子どもの男女別)

主親 母親

iO r% 65 66 70 r% 66 
60 

60 60 

50 50 

.10 .10 

30 33 33 

20 |工主|
10 10 

。 。
1 982.i'1' 1987年 1992年 2002if. 1982:1['. 1987il' !日目2l'F. 2002午
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びしL、」と答えた父母の子どもの性別を見る

と，子どもが男子の方が「そう思う」と答え

た割合が多いことがわかる。子どもに対して

きびしい親は 2割から 3由]で少数派ではある

ものの，女子より男子に対してよりきびしい

傾向が見られる。

82年の調査では，子どもが男子と女子の場

合とで「そう思う=子どもにきびしlリ削合

に差はなかった。全体として子どもにきびし

L 、親は減っているが，女子に対してより I~ く

なるという方向に変化している。

また「子どもの勉強や成績にうるさく言う

ほうだJと思うかどうかについては，父親で

止子中高生の，也識の変化とその背2t

は「そう思う=うるさく言う」と答えた割合

に男女の差は見られなかった。一方，母親で

は1982年の調査で「そう思う」と答えた割合

に男女の差はなかったが， 2002年には子ども

が女子の場合「そう思う」が26%にまで下が

っており，男子より女子に目いという傾向が

表れている(図19)。

「つい子どもにしてしまうこと」を選択肢

の中からいくつでもあげて也らった中で，

「つい Ijやかしてしまう」を選んだ父母の子

どもの性別を見ると，母親では男女の差はな

かったが，父親は子どもが男子の場合38%に

対して，女子では53%と，明らかに女子にH

図18 子どもとの関係「子どもに対してきびしいほうだJ(子どもの男女別)
-2002fド)(，fJl. Iサ統制作より~

回「主
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図19 r子どもの勉強や成績にうるさく言うほうだ」と答えた割合の変化(子ともの男女別)

母親

iO一%

30 I =:= ;~I 

20 し」¥1 7 。
17 

10 

。
1982if. 198iif. 19921F 2002:11' 

"' 40一日

30 にず寸
2日

10 豆亙
。

1982ír~ 1987ff. ]D92ff. 2002ip 

NHKla送文化研究所内削⑪11159



いことがわかる(図20)0 1982年の調査でも，

女子に対してやや ~I'\ 、傾向はあったが，今回

その差がはっきりと出る状態になっている。

全体として，子どもに対してきびしい親が

減り，甘い親が増えている。その中でも，男

子より女子を甘やかす親の割合が多い傾向が

あり，この20年間でその傾向がよりはっきり

出るようになったのである。

そんな親たちは，子どもの通う学校の規則

についてはどう思っているだろうか。図21は

校則に対する考え方として.Iきびしいほう

がよい」と答えた父母の剖合を 1982年から

2002年まで，子どもの男女別に見たものであ

る。同親よりも父親の方が「きびしいほうが

よい」と答えた割合が多いが.20年間の変化

は，ほぼ同じラインを描いて減少している。

母親は20年間を通じて子どもの性別による差

は見られなかったが，父親では92年から 2002

年にかけて，女子は引き続きi'1iJi減を続ける一

方で，男子は「きびしいほうがよ Lリが少し

上向きになっている。

校則についても，きびしさを求める吉Ij合は

全体的に減少している。その校則についても，

女子の親は男子の親よりも少し甘めであるよ

図20 「つい甘やかしてしまうJをあげた割合の変化(子どもの男女別)
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図21 校則について「きびしいほうがよい」と答えた変化(子どもの男女別)

記親
60，似'0 60 r% 

母親

52 

印トヘ :z| |±ti[ 
，10 

30 2i 30 
24 

20 ?? 
21 

20 

叩ト l戸 ¥F一一一--主
。

198211'- 1987ir~ 1892'1' 2002.1'1' 1982'" 1987年 1992年 20021f. 

160 



うだ。

親に「きびしくされなLリ「甘やかされる」

ということは， I女の子だから」という押し付

女子中日生の官::iilWの変化とその背景

図22 r学校は楽しいかJ(女子の回答)

ぜんぜん楽しくない

とてti躍しい まあ梨しい
楽dり置し民りくない

けも減っていることが考えられる。その意味 1982'1 :l6% 51 11 

ではー女子は以前より自由になっていると言

えるだろう。ただ，男子にきびしいのは「一

流大学」に行ってほしいとか，社会に出て活

躍してほしいといった期待が背景にあると考

えられ，それを裏返すと， I女子は男子ほど

期待されていないJことを意味してはいない

だろうか。

(3)教室の中での女子

学校での彼女たちはどうなのだろうか。表

Iの3にかかげた諸点について，最後に確認

していきたい。学校は楽しいかどうかを質問

した結果を図22に示す。「とても楽しpJと答

えた割合を見ると， 1982年に36%だったのが

2002年には43%まで増加している。「まあ楽

しい」と合わせると，女子は92%が学校を楽

しいと忠、っている。

では守楽しいと答えた女子は，学校生活で

何が一番楽しいと思っているのだろうか。最

も多かったのが「友だちと話したり一緒に何

¥ 

200211 ，13 ，19 

') 

¥ 

6 

わからない
J!!i回答

かすること」の78%で，次に「課外の部活動」

の19%，そして「授業J2 %， I先生と話した

り一緒に何かすることJ1 %の順であった(図

23)。男子で最も多かったのはやはり「友だち

と話したり一緒に何かすること」であるが，

「課外活動」が 3割を占めており，女子ほど

は「友だち」に集中していなPo これを見る

限り，女子中高生が楽しいと感じている学校

生活の中心は「友だち」であり， I授業」ゃ

「部活」に熱中する傾向は，女子よりも男子

の方が強いと言える。

『学校文化とジェンダーJの中で木村涼子

は，教師が指摘する女子の「元気」さは，主

として休み時間などの場面で発押され，小学

校の低・中学年以上の年齢になると，授業と

図23 学校生活で何が一番楽しいと思っているか

先生と目したりする
1% 

u.だちとl目
したりする

78% 

友だちと川
したり Jる

Gi% 

(2002年)
男子

NHK放送文化研究所年報20ιI1161 



図24 担任の先生は晶なたのことをよくわかってくれているか

女子
わからない
Jm田容2%

まったくわかって
くれていない

6% 

まあ;)かつて
くれている

51% 

いう学校にとっての主'1'111となる活動が行われ

ている時には，女子が男子以上に守もしくは

男子と同程度に「元気」である状態は実現さ

れにくくなると指摘している 10)。

次に，女子中高生たちと先生との関係につ

いて見てみたP，女子中高生たちにとって，

担任の先生とはどのような存在なのだろうか。

図24は「担任の先生は，あなたのことをよく

わかってくれていると思いますか」という質

問の結果である。「よくわかってくれている」

「まあわかってくれている」という肯定的な回

答を合わせると，男子の 8剖近くが先生に理

向早されていると感じており，女子よりも多い

結果となっている。逆に「あまりわかってく

れていなlリ「まったくわかってくれていなlリ

という否定的な回答は女子の方が多かった。

男女とも，先生に理解されていると受け止

めている生徒の方が多い。しかし，その中で，

理解されていないと思っている女子中高生が

3制存在し，男子の 2割よりも多いというこ

とは見逃せない傾向である。

女子は教室において主役ではなく，先に紹

介したように授業内容についても「授業の中

身が多すぎるH授業の進み方が早すぎるJと

162 
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いう意見に「そう思う」と答えた山l合が男子

より女子の方が多P，現状では，教室は男子

が主役の場だと言えるのではないか。

ここでは 中高生の結果を男女差に注目し

て分析した。その結果，男交の意識のJillいは

少なくなり，旧来のステレオタイプの「男ら

しさJI女らしさ」という締りは弱まってい

ると考えられる。場合によっては男女の役割

が逆転していると考えられる項目もあった。

その一方で.女子中高生は親から甘やかされ

る1頃向にあることが明らかになった。そして

調査結果からは， I女の子だから」という枠

にはめて艇られる経験が少なくなっているこ

と守さらに，女の子が男の子より期待されて

いないという側面がうかがわれた。

融社会環境的要問化

以上， IIで見てきたような中高生の意識の

変化について，どのような諸要因が影響をお

よぼしていると想定できるだろうか。本稿で

は，それらの諸要因を.I社会環境的要因J.



「直接的要因」とまとめ，各々 以下の皿と N

で論じていくことにする。まず皿では.I社

会環境的要因」として，社会制度とメディア

の変化について着目していくことにする。

1.女性を取りまく社会制度の変化

(1)女性が働くための法制度の充実

総務省統計局の「労働力調査特別調査」と

「労働力調査」によると，夫婦共稼ぎ世帯数

は1982年の664万世帯から 2002年には939万

|世帯に増加している(図25)。一方，男性雇用

者と無業の裂からなる世帯は.1，096万世帯

から893万世帯に減少しており.1991年には句

共稼ぎの世帯数が男性雇用者と無業の妻の世

帯数を抜いた。その後，抜きつ抜かれつしな

がら平行線をたどるが.1997年以降，共稼ぎ

の位帯数は男性雇用者と無業の衰の世帯数を

立子巾日止の意訓の変化とその背m

上回っている。

税金や年金などの試算で，サラリーマンと専

業主婦，それに子ども 2人の家庭が“モデル世

帯"として扱われることが多いが，もはやそれ

も典型的な世帯とは言えなくなっているので

ある。

このように，結婚して家庭を持っても働き

続けるk性は確実に増えている。その背景と

して，女性の就業意識の変化や守少子高齢化

による労働力需要の増加，また最近では.不

景気による収入i戒を補うためと，いろいろ理

由は考えられる。しかし，その基本になった

のは，女性が社会に出て平等に仰Jく権利を得

るために施行された法律や制度の充実，それ

に男女の人権が平等に尊重されなければなら

ないとした法律の制定などがあげられるだろ

つ。

「女性差別撤廃条約Jが1979年国辿総会で採

(百l世情)

1.200 

図25 共稼ぎ世帯数の推移

{内閣府国「平成15年腫男女共同参面白書」より)
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択され， 1981年に発効された。日本は1985年

にごの条約を批准している。この条約により，

既婚・未婚を問わず，性に基づく区別や除外，

:WJ約があってはならず，いかなる分野におい

ても男女の平等を基礎とすることが明文化さ

れた。この条約を受けて， 1986年に「男女雇

用機会均等法」が施行された。これにより，

募集・採用という職業生活の入口での性別に

よる差別をなくし，配置や昇進，教育訓練，

待遇などについても男女異なる取り扱いをす

ることが禁じられるようになった。

この法律が施行されたことにより，女性労

働者は性別による差別を受けることなく，男

性と同じ条件で働く機会を得た。これにより

実際に差別がなくなったとは言えないまで

も，少なくとも性別による差別を受けた喝合

に異議申し立てができるようになった。

続いて 1992年に「育児休業法J(正式名称

「育児休業句介護休業等育児又は家族介諮を

行う労働者の福祉に関する法律J)が施行さ

れた。これにより，男女を間わず l歳未満の

子を養育する労働者は，その子が l歳に迷す

るまでの間，育児休業をとる権利が付与され

るようになった。そして事業主は，勤務時間

の短縮などの措置をとるよう義務づけられた。

女性が仕jji:を辞める代表的な理由として

「育児・介護と仕事の両立の困難」があげら

れる。男女雇用機会均等法の施行により，男

性並みに働く権利を得た女性たちも，出産・

育児・介殺をめくる社会保障flilJ度の貧しさか

ら，雌職せざるをえないケースが多い。その

ため，仕事と育児・介護の両立による労働者

の生活安定，福祉の増進，さらには社会・経

済の発展に寄与することを目指して「育児休

業法」が制定された。さらに2001年には，子

164 

どもの看諮休暇の創設や勤務時間の短縮・フ

レックスタイム制の適用を 3歳未満の子を養

育する労働者にまで拡大することなどが盛り

込まれた改正案が成立している。

これらの法制度ができたことによって，女

性の労働力はどのように変化しただろうか。

図26は「男女雇用機会均等法」や「育児休業法J
以前の1980年と.直近である2002年の女性の

「年齢階級別労働力率J(15歳以上人口に占め

る労働力人口の割合)のグラフである。 2つ

の年度とも， M字を描いている。このM字の

谷聞は，ちょうど女性が結婚や出産を迎える

時期にあたる年齢であると考えられ，出産や

育児を理由にいっさに雌職者が増えているこ

とがこれによりわかる。しかし.この20年間

で谷底の時期が右にずれており，さらにM字

の谷間の底が浅くなって IMJ字型から「逆UJ
字型へと近づいている 11)。

このように，時代とともに，出産・育児に

よる自It職者の年齢が高くなり，その割合も減

少している。これは，仕事と家庭を両立し，

仰Jき続ける女性が増えていること，また「少

子化」の要因として語られているように句結

婚しないか守あるいは結婚しでも出産しない

女性が増えていることなどが原因と考えられ

る。

(2)アグネス論争

~働〈女性をめぐる論議の転換点~

1988年，歌手のアグネス・チャンが職場に

まだ乳児の息子を辿れてきたことをきっかけ

に， Iアグネス論争」が勃発した。アグネス・

チャンは，出産後，仕事に復帰する際に生後

3ヶ月の長男を辿れてテレビ局の楽屋に現れ

た。そのことが週刊誌の記事になったことか
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図26 女性の年齢階級別労働力率
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ら，彼女の子育て法をめぐり.評論家の中野

翠や作家の林真理子らと「職場に子どもを連

れて行くことJの是非を問う論争が起こった。

当初7スコミの中には，この論争を「女に

よるkの『子連れ出勤』 批判」とjl[[;撤気味に

岡田笑した面があった。しかし， 1988年5月，

当時，平安女学院短期大学の教授であった上

野千鶴子が『朝日新聞』の「論壇」で， I働く

女性が失ってきたものJと題したアグネス擁

護の記事を発表したことにより，問題の矛先

を，論争をいわば高見の見物をする状態だっ

た男性社会に向け，ジェンダーの問題にまで

発展させた。

これらー迎の論争は，およそマスコミ先導

型で，誇張された部分もあったが，今まで育

児と仕事の両立は「姉人問題」だと男性たち

に一言で片づけられてきたものが，男性も含

めた社会の問題として提議される一つのきっ

かけになったと言えるだろう。少なくとも，

この論争を発端に「母親が母親であることを

やめずに仕事を続けること」が広く論じられ

るきっかけとなった。

山口百恵のように「結婚退職」もしない，

松田型子のように「育児休業」もしない.ア

グ平ス・チャンの「子連れ出勤」という選択

は，普通の働く女性たちにとっては不可能な，

横紙破りの行為だった。それは特別な職業で

あり，特別な立場であるからこそできること

であった。しかし，それまで誰もやらなかっ

たことを実行に移して見せることで， I母親

が母親であることをやめずに仕事を続けるこ

と」の困雌さと必要性を示してくれた功績は

大きいと言えるだろう 121。

ここでは， I男女雇用機会均等法」など.男

女平等を目指した法制度が整備されて来たこ

とを整理した上で，女性が働くことを「姉人

問題」としてではなく，社会の問題として突

きつけたアグネス論争を振り返った。このア

グネス論争を典型として，女性が仰Jく条件盤

備のための法制度や女性の社会参加を促す施

策は，単に行政の課題として議論されるだけ

でなく，広く社会問題として議論されるよう

になっていったのである。
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2.メディアが伝える社会風俗

(1)女の子をめぐる流行

ここでは，この20年間に人気を集めた女性

アイドルや若者の問で広がった流行を見てい

く。 k性アイドルや流行現象に投影されてい

る時代の流れと，彼女たちを手本にしようと

した友子中高生たちの姿を中心に追うこと

で守その時々にどういう「女らしさ」がもて

はやされたのかを分析していく 13)。

①女子大生ブームとフリツ子

中高生調査の第 l回目が実施されたのは

1982年である。 1980年代前半，日本は自動車

産業を代表とする愉出産業が位界的に飛躍を

遂げ，経済的繁栄を迎えていた。世界貿易や

生産に占める日本の比重は年々高まり， 1984 

年には一人当たりのGDPがl万ドルを超え

て，日本はアメリカに次いで西側先進国第2

位の経済大国となる。このように1980年代前

半とは句日木が西殴主要国と並ぶ高付加価値

産出国になり，その後世界ーの消費大固とな

って，やがてバブル景気へと突き進んでいく

発射台となる時期なのである。

1980年代前半，日本がいよいよ世界ーの債

権国へ成長していこうという中で物心がつい

た若者たちは，社会の豊かさに支えられて，

享楽的なライフスタイルを身につけていった。

それは「なんとなく，クリスタル」に見る

若者たちのクリスタルな生き方や，土lIal深夜

の人気番組「オールナイトフジJ(7ジTV系)

から火がついた「女子大生ブーム」の女子大

生たちのように 華やかで ι ナンセンスなも

のであった。 82年の流行語「ルンルン」は，
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そんな浮かれた若者たちのムードを表現する

のにぴったりの言葉として，女子大生からお

じさんにまで，広く流行した。

1980年.山口百恵が引退した年に，松田聖

子がデヒ伊ューを果たした。松田聖子は，デビ

ュー 2作目の「青い珊瑚礁」のヒ y 卜以来，

出す曲/l¥す曲すべてが大ヒソトとなり，一躍

80年代を代表する女性アイドルとなる。ツ y

ノtったkの歌を歌い，大人っぽい雰囲気で頂

点を極めた山口百恵とは述って.t.u田聖子は

かつての消純アイ lル歌手に逆戻りしたよう

な印象を与え，少女趨味的な風貌やしぐさ，

泣き 7 ネなどから， Iブリツ子」と引11;掃され

た。しかし，山口百恵の畑びないクールな大

人の女性とは迷う，平凡でベビー・フェイス

な，そして何よりも「去年まで堅実な家庭の

本物の女子高生だったJ手が届きそうな松田

聖子に人気は確実にパトンタッチしていった。

そして，ブリツ子が大流行し， Iウッソー」

「ホントーHカワイーJというブリ y子の用

語とともに，聖子ちゃんカットの女子中高生

たちが街にあふれるようになった。「女子大

生ブーム」の中で，女子中高生の存在感を示

す，一つの現象であったと言えるだろう。

②女子高生ブームから美少女フームへ

松田聖子が結婚をした1985年，中高生に大

人気を博したテレビ番組「タやけニャンニャ

ンJ(7ジTV系)が始まった。番組内のオー

デインョンで選ばれた，素人の女子高生集団

「おニャン子クラブ」が一躍人気を得て，デビ

ュー曲「セーラ一服を脱がさないでJ也大ヒッ

卜した。「オールナイトフジ」の女子高生版と

もいえ，放課後のクラブ活動的ノリで，夕方

に帰宅した男子中高生たちを中心に圧倒的な



支持を受けた。これを機に，女子高生が女子

大生の人気に取って代わり，一回脚光を浴び

るようになる。現役大学生がまとめあげた

「東京女子高制服図鑑Jという本がヒソ卜し

たのもこの頃である。

ごのように， 80年代前半，大人たちの理解

を超える新しい若者文化や流行が次キに生ま

れた。そして，析しい価値観を身につけて，

何を考えているのかわからない若者たちを

「新人類」と呼ぶようになった。「まじめ」一

筋から「差異」へと解き放たれた若者たちは，

些かさを背景に これまでにない新しい感性

を発押し始める。

第2回目の調査の行われた1987年は rNT 

T株」が初上場し，国鉄が分割l民蛍化した年

である。地価はどこまでも上昇し，国土庁は

地価公示で.東京の商業地と住宅地の地価は

前年比76%の上昇と発表し，日本経済発展の

原資になった地価が極限までふくらんでいっ

たのがこの時期であった。そんな世の中の享

楽的な雰囲気を反映してか，一生懸命働くよ

りも，土地を転がしたり，株を売買するほう

がより大きな富を手にできるという社会の現

実に.彼らが真而目に， fN気よく努力するな

どということから背を向けてしまったとして

も.知、理からぬことであろう。

同じく 1987年， 80年代前半のサブカルチャ

ーのイコンともいえる「おニャン子クラブ」が

解散した。この「おニャン子」に代表される

ような.アイドルの素人化が長く統いたが，

その後，手の届きそうな素人っぽいタレン l

人気に代わって到来したのが「美少女ブームJ
である。「国民的美少女」と称された「ゴクミ」

ごと後藤久美子が，テレビ番組やCMに引っ

張りだこになったのがこの時期である。

k子 rfl~司生の，E訓の変化とそのi-T::R

また，ブームは「美少年」にも広がりを見せ，

切れ長の日で日本的な顔立ちの少年を「しょ

うゆ顔」と呼び，少年隊の東山紀之や，モデ

ルの風間卜オルらが若い女性に大人気になっ

た。その他「ソース顔J(阿部党)や「ケチャ

ソプ顔J(光GENJIの諸星和己)など，男性

アイドルの顔を調味料にたとえて分類するの

が流行した。

③ブルセラ・ガング口

バブル景気も長くは続かず，陰りが見え始

めたのが1992年で， rカード破産」や「リスト

ラJが騒がれだす。その後の日本は， )反を転

がるように深刻な不況に陥っていった。

1990年前半，中高生たちは，家庭や学校か

らrrJiJに生活の場を移し， rポケベルHケ

ータイ」という新しいコミュニケーションの

ツールを得て，仲間との広く浅い交流を展開

していく。特に「コギャル」と呼ばれる女子

中高生たちの街への進出は物識を酪し，一部

では「ブルセラHエンコーJといった性を商

品化する女子中高生の“経済活動が派手に

伝えられ，社会問題になる。

90年代後半は女子高生が時代をリードして

いたと言えるだろう。歌子の「安室奈美恵」

の髪型や守メーク，ファッション，さらには

日焼けした顔まで真似をした「アムラー」と呼

ばれる女子高生たちが街に出没したのは1996

年のことであった。

日焼けはさらにエスカレートし守髪の色も

茶髪から金髪や銀髪へと過激さを増す現象が

一部では見られ， 1998年頃， rガングロJに

特殊なメークの「ヤマンノリが渋谷に発生した。

不況が統き，元気のなくなってしまった日本

で，当時一番元気が良かったのは句彼女たち
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だったのかもしれない。

「ニューヨーク・タイムズ」特派員が，渋

谷のセンター街で，ガングロの女子高生にイ

ンタビューを行った。「やがて顔がボロポロ

になるかもしれないが，そのことをどう考え

ているのか」と尋ねたところ，彼女たちは，

「未来に住んだことがないからわからない。

今が一番大切で『未来は今だJJと答えたとい

うのだ。この『未来は今だ』という言葉には，

彼女たち自身，青春もいずれ終わり，社会に

出る頃には，もう自分たちは姉いてはいない

だろうという，社会への不信感や，自分の将

来に対する希望の無さを表していると言えよ

う。未来は暗いから，今を楽しみたいという

世紀末の女子高生の本音だったのであろう。

④自然体の国際派

世紀末に， 16歳でデビューし， I瞬く聞にス

ターダムにのし上がった宇多田ヒカルも，当

時アメリカンスクールに通う女子高生であっ

た。ニューヨーク育ちで，有名人を両親に持

ち，大人との会話でも敬語を使わない，いわ

ゆる「タメ口」をきく彼女は，独特の存在感を

深わせた。また，日本人の泣き所であった「英

語力Hリズム感Jなどのコンプレソクスとは

無縁であった。そして，枠にはまらない，ス

ケールの大きな活躍ぶりにもかかわらず，肩

に力の入らない自然体な彼女に，中高生だけ

でなく，大人も惹きつけられた。そんな恐る

べき「才能J，r国際感覚J.r価値観」を持った

16歳の宇多田ヒカルの出現は，新たな女子高

生の時代を予感させるものであった。一方，

この時期に，モーニング娘。という，番組内

のオーディションで選抜されたアイドルユニ

ットが登場した。モーニング娘。は， 80年代
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のおニャン子クラブの特徴であった「普通の女

の子」の流れを受け継いで，さらに同性である

女の子たちからも支持される存在になった。

1980年代のスーパーアイドル松田型子はと

ても努力し，わがままを通しながら，見事に

「松田聖子Jを演じきった「努力のアイドル」

であった。 1990年代後半，安室奈美恵はクー

ルに向性を魅了する，都会的で「人工的な匂

いのするアイドルJだった。そして世紀末，

宇多国ヒカルは，才能，語学力，リズム感，

血統，何をとってもコンプレックスを持ち得

ないゆえの， r気負いのない，自然体のアイ

ドル」であった。

(2)男の子をめくる言説

統いて，一方の男子は，この時代に，メデ

ィアの中でどのような姿が伝えられてきたか

を簡単に見ておきたい。

①オタク・アッシー

1980年代後半は「ファミコン」ブームでも

あった。人気ソフ lの発売前には，徹夜の長

LザIJができるほどヒートアップし，授業を休

んで買いに来る生徒や，せっかく買ったのを

揖し取られるという事件まで発生した。その

後，ファミコンの後継機「スーパーファミコ

ン」が1990年に発売され，ますますゲーム機

が定着し，大人も巻き込んだブームとなる。

そんなファミコンで家に簡もり，アニメやコ

ミソクに興じる若者たちが「オタクJとl呼ば

れるようになった。

一方で， r渋カジ」とH千ばれたファッショ

ンを身につけた，私立高校生を中心としたグ

ループが，渋谷の街にたむろし始める。最初

は少人数の集まりだったものが，その後，裾



野がどんどん広がっていき， 1チーム」を形

成するようになる。フィールドも渋谷から地

方へと全国的な広がりを見せ，いたるところ

で，路上にたむろする若者たちの姿を見るよ

うになる。

この80年代後半から90年代初めにかけて，

「ア yシーくんJIメyシーくんJIミツグくん」

などと呼ばれる男性が出現する。これは，女

子大生やOLが「送り迎えを頼む相手H食事

をおごってもらう相手Hプレゼントをねだる

相手Jといった用途に応じて男性の使い分け

をしている様子を強調し，その役割をそのま

ま命名したものである。バブル景気や円高の

思恵を受け，努力や規範，誠実など，従来の

価値観とは縁のない若者文化を象徴している

と言えるような流行語であろう。

②キレる17歳

1997年，神戸須磨区で『酒鬼茜被』を名乗

る少年が小学生を殺害する事件が起きた。

2000年には「西鉄パスジヤソク事何」。そし

て愛知県では男子高校生が見知らぬ主姉を殺

害し，述捕後「人がどのくらいで死ぬのか知

りたかった，人を殺す経験をしようと思って

やった」と供述した。未成年者によるシヨソ

キングな事件が20世紀の終わりに連続してお

きた。

中高生調査の第 l回が行われた82年以降，

「校内暴力Jや「家庭内暴力」は次第に影をひ

そめていったものの，類を見ない 117歳の少

年」による凶悪犯罪が相次いだことから，

「キレる 17歳」という言葉が生まれた。「キレ

る17歳」という言葉によって，表面的にはお

となしい少年が何をしでかすかわからない凶

暴さを抱えているというイメージが広がった。

女子中日生の意識の変化とその背罰

もう一つ.一部の少年の特徴的な姿を示す

言葉に「ヲ|きこもり」がある。「オタク」がH音

Lミイメージを持ちながらも，憎めなさや愛婿

のある人物像と結びついて一般化していった

後，病的な側面を強調する形で使われるよう

になった。

(3)アイドルによるジェンダーのメッセージ

アイドルや流行現象は句その時代のシンボ

ルであり，人々のものの考え方を反映してい

る。ただし，それらの現象はj ディアを通じ

て{云えらオ1るものでーあり，しは'しl;fテ'フォル

メされることに注意する必要がある。例えば，

「ルンルン」という流行語は，バブル期の浮

かれた気分を象徴しているが，その当時の中

高生調査の結果を見ると句彼らが常に「ルン

ルン」気分でいたわけではない。「思い切り

暴れまわりた¥'Jと思うことが「よくある」

あるいは「ときどきある」と答えた割合が，

男女と也ほぼ5剖に上り， 1何もやる気がし

ない」についても 2割前後が「よくある」ま

たは「ときどきある」と答えていた。こうし

た不安定な心理状態を訴える生徒は， 1982年

よりもむしろ2002年の方が少なくなる傾向が

ある。また.ここ数年凶悪な少年犯罪が注目

されているが，中高生調査の結果で見ると

誰かを殴った経験や誰かを殴りたいと思った

ことがあるという答えは， 1982年より 2002年

の方が少ないl-1)。

そうした点在踏まえた上で， 20年間の女子

中高生をめぐる社会風俗から，どういう_，("J 

セージを読み取ることができるだろうか。ま

ず第 l点は，女子大生ブームや女子高生ブー

ム，そして美少女ブームという流れの中にあ

るジェンダ一役割である。彼女たちはメディ
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アの中でもてはやされたが，なぜ注目された

かを考えると，その容姿であったり，ブア y

シヲンであったり， iカマトトJと呼ばれる

純真無垢を装ったブリツ子な言動であったり

と，いずれも男の視点で捉えられ 好ましい

とされる外見の印象である。そして，彼女た

ち自身の魅力というより也「女子大生」や「女

子高生」といったブランドがもてはやされた

時代と言ってもいいだろう。その中には ，!n¥ 

論 セクシャルな要素を多分に含んでいる。

さらに，彼女たちに向けられる視線の巾には，

「あれで大学生かよH頭悪そうH恒そう」と

L、ったある砲の侮艇が含まれていたことも忘

れではならない。

第2点は，女性アイドルの生き方の変化で

ある。山口百恵が絶頂期にありながら専業主

婦の道を選んだ後守頂点に上り詰めた怯田聖

子は，郷ひろみとの交際と破局，布l'回正輝と

の結婚.出産，そして雌婚というロ7 ンスと

ゴシ yプを生き抜いて，歌手でありつつけた。

k性が直面する「仕事と家庭」という課題に

正面からぶつかっていったアイドルであり，

[77ドルJという造語まで作り出した存在と

なった。安室奈美恵も結婚，出産し，夫のサ

ムと子どもは，厚生労働省の父親の子育てを

アピールするポスターにもなった。しかし，

その後離婚して歌手としての活動を続けてい

る。続いて登場した「気負いのない自然体の

アイドル」宇多田ヒカルは，突然ホームペー

ジ上で結婚を発表し， i仕事と家庭」という

問題などまるで感じさせない，自然体のまま，

音楽活動を続けている。女性アイドルは，女

子中高生にとって生き方のモデルにもなりう

る。この時代のトソプアイドルたちが示した

「仕事と家庭」の問題への態度は，時代の流
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れを象徴するものであると言えるだろう。

第3点は，女子中高生を形容する「ブリツ

子」や「コギャルJ，iヤマンパ」などの言葉

が奔放なイメージを持つのに対して 男子を

形容する「オタク」や「引きこもり」が暗いイ

メージを持つという対比である。従来のステ

レオタイプの「男らしさH女らしさ」とは逆

に.女子が活動的 I 男子が消極的と類型づけ

ることができる。つまり，今の中高生がメデ

ィアから受け取るジェンダーのメッセージに

は，従来のものと逆転した側面が合まれてい

るのである。

ゆ直接的要問化

， .家族観の変化

(1 )家庭と職業

田では，中高生調査が初めて行われた1980

年代初頭から守第4回目の調査が実施された

2002年までの聞に，女性の社会進出に関わる

法や制度の変化について述べてきた。また，女

子中高生をめくる流行やアイドルの変濯を通

じて，メディアが1云えるジェンダーメソセー

ジについて分析した。それでは，家庭や家族

の中での女性のあり方はどのように変化した

のだろうか。 NHKが1973年から5年毎に実施

している「日本人の意識J調査の結果をもとに

家庭や男女のあり方についての意識がどのよ

うに変化したのかを見ていきたい15)。

家庭内における夫婦の役割，特に「主婦」

の役割については，大きな変化を示している。

明治以降.産業化が進み，生産が家庭から分



離するにつれ，常用雇用者の家庭を中心に広

がった男女の役割分業の考え方は守今日にい

たるまで長らく日本人の家庭観の主流となっ

てきた。その役割とは，結婚したk性は家庭

を守り，夫は外で仕事に専念するものと考え

られてきた。しかし，その伝統的な「役割分

業」の意識が大きく変わりつつある 161。

まずは「家庭と職業」について，女性はど

のような考えを持っているのかを見てみる。

1983年の調査結果では「家庭専念」型(結婚

したら家庭を守ることに専念したほうがよ

Lリが24%.r育児俄先」型(結婚しても子ど

もができるまでは職業をもっていたほうがよ

L、)が40%.そして「両立」型(結婚して子ど

もが生まれでも，できるだけ職業を持ち続け

たほうがよL、)が34%と.r育児優先」型が 4

剖を占め，最也多い(図27)。しかし2003年の

調査では「家庭専念Jが11%に.r育児優先」

が34%にそれぞれ減少し.r両立」が52%に

増加して，半数を超えている。

このように20年の聞に，結婚した女性が職

業を持ち続けることについて.r両立Jして

止子中高生の意識の変化とその背m

L、くべきだと思う女性が20%近く増えている G

この流れはあらゆる山代を過して，また女性

だけではなく.r両立」型をょいと思う男官|

のiWJ合も20%増加している。

(2)理想の家庭

次に「理先日の家庭」についての考え方を見

てみる(図28)。望ましい家族のあり方として，

「夫唱婦随H夫婦自立H性役割分担H家庭

内協力」の 4つの選択肢を示したところ，

1983年の調査では「性役割分担」と「家庭内

協力」がともに，男女とも約 3訓だったが

2003年には.r家庭内協力」が男女とも増加

して女性の 5iflJ.男性の 4自IJを占めるように

なった。一方「性役割分担」は減少し，女性

はl剖，男性でも 2割を下回る結果となった。

このように，父親=仕事，母親=家事といっ

た句夫婦の役割Iを画然と区別する考え方が後

退し.夫婦が互いに家庭内のことを協力しあ

っていくという考え方が主流になっていっ

た。この意識の変化は，男女とも同じ傾向で

はあるが 男性の変化は女性よりも遅れての

% 
60 女性

図27 家庭と職業について (NHK同本人の窓磁阻宜」より)
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図28 理想の家庭について {NHKr目本人の窓際潤査」より)
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ものであり，女性が男性の10年先を行ってい

ると言ってもよいだろう。

女性の家庭と仕事の両立志向が強まり，性

役割分担の意識が薄れるという変化は，皿の

lで見た ，-t:性が働くための法制度の充実な

ど，社会の変化と呼応するものである。女性

が働くことを求める声が法制度の改正を実現

させ句その法制度がさらに女性が働くことに

ついての意識の変化を促していったと考えら

れる。

法制度の充実などの社会環境的要因の変化

が中高生の意識に膨響をおよぼしている側面

はあるだろう。しかし，より直接的に大きな

影響をおよぼすのは，中高生が育つ家庭環境

であろう。その家庭環境を見ると，中高生調

査に回答を寄せた母親の79%はパートを含め

て実際に働いている。「男は仕事，女は家庭」

という家庭はもはや少数派なのである。そし

て，意識の面でも，女性の家庭と仕事は「両

立」が最も多く.埋想の家庭は「家庭内協力」

が最も多いという状態になっている。そのよ

うな家庭環境で育つ女子中高生が，家庭に重

きを置く，旧来型の「女らしさ」の枠組から

はずれるのは自然の流れと言えるだろう。

172 

% 
60 

50 
43 

10 

30 

20 

17 
10ト 〈性役川叶l8.>

m
 

mm 

作ル
lm

 

捌鰍

2.学校で伝わるジ‘ェンダーのメッセージ

(1) I平等主義」と「セクシズムJ

2002年，内閣府が実施した「男女共同参画

社会に関する世論調査」の中で，いろいろな

分野について，男女の地位が平等になってい

ると思うかどうかを質問している。その結果

「平等」と答えた割合が最も多かった分野は

「学校教育の場」の63%で，続いて「家庭生活」

40%， r法律や制度の上J36%， r職場J26%， 

「政治の場J19%， r社会通念・慣習・しきた

りなどJI8%の)1闘であった(図29)0

このように， r学校」は職場などの他の社

会領域と比B陵すると.女性に対する差別が少

ないと人々は考えている。その印象は幻想で

はないだろう。民主的教育改革を経た戦後の

教育について，学校は子どもたちをその性別

にかかわらず平等に扱っていると長年信じら

れてきた。職業として女性が早くから進出し

ていたのも教師である。しかし，幻惣とは言

わないまでも，無邪気に平等だと信じ込める

状況ではない。

女子の高等教育機関への進学率は男子のそ

れを追うように上昇し.男子に迫る勢いであ



k子'1'出生の忠誠の変化とその背景

図 29 名分野の男女の地位の平等感
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ることは既に見てきたとおりだ。しかし，実

際のところ，女子高等教育の量的拡大の実体

は短大や女子大，また学部が家政・人文系な

どの「女性専用軌道」に偏っている li)。中高

生調査の結果でも，進学の最終目標の男女差

は大きく縮まっており，男女の格差は減少し

ていると言える。しかし，進学の目標として

「短大Jを上げる女子生徒の剖合はかつてよ

り減少したとはいえ句一定程度存在している

し，友子の「大学まで」と「短大・高専」を希

望する割合を合計して男子の「大学Jに追い

つく程度であるのが現実である。

それではなぜ，女性の多くが自ら「女性専

用軌道」のライフコースをたどってしまうの

だろうか。その原因を探るには，大学進学以

前の社会化過程を見る必要性が指摘されてい

る181。つまり，小学校から高校までの中等教

63 
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(2002年)

育以下の学校内部に，性による差別=セクシ

ズムが潜んでいるというのである。

そもそも学校は「平等主義」と「セクシズ

ム」という矛盾したメ yセージが錯4宗する場

であると指摘されている 191。いったい学校の

中でどのようなメッセージが送られているの

だろうか。

『学校文化ー深層へのパースペクティプJ
の中で，木村涼子は，学校の基本的な「平等

原理Jと「性分雌」の状況を 3点対l時して示し

ている 20)。まず平等原理として，第一に「学

校の人口」では，男女共学校において，入学募

集・選抜の際，差別は基本的に存在しない。

第二に「教育内容」として，一部の例外を除

いて，基本的に男女が同じ教育課程を受ける。

第三に「教師から生徒への働きかけ，および

評価」については 学習活動や成果への評価

NHK欣送文化研究所年抑制 1 173



は，客観テストの点数により，男女の区別な

く一直線上に序列化される。これらが学校内

で守られている男女平等であるが，同時に存

在するセクシズムについて.木村涼子は次の

ように指摘している。第一の「学校の人口」

については，男女共学が学校教育の基本では

あるが，いまだ部分的に男子校・女子校の別

学が存在しており，教育の機会が均等とは言

えない状況であること。第三の「教育内容」

については.I家庭科」のように公的なカリ

キュラムにおける男女別規定が改善されたの

は最近であるということ。第三の「教師から

生徒への仰Jきかけ，および評価」については

教師と生徒との聞の相互作用は生徒の性別で

異なっていることが，授業観察の結果などか

ら数多く報告されているというのである。

以上のように，学校文化は，男女の平等を

図る原理とジェンダーによって男女を差異化

する原理の両方を内包しているという。

(2)隠れたカリキュラム

1994年から.男女共学の高等学校では「家

庭科」が男女共修になった。これにより家庭

科教育は ジェンダーの偏りを乗り越えたよ

うに見えた。しかし. I家庭科」の一番の問

題点は.I女子向け」の科目であったという

制度上の「顕在的なジェンダー差別」ではな

い。むしろ「潜在的なカリキュラム」として，

無意識のうちに「男女は異なる役割lを担うも

のだ」というイデオロギーを，家庭科教育を

通じて子どもに伝達してきたことが問題なの

である 21)。

また，男女共通の教科であっても，授業で

使用されている教科書の内容において，ジェ

ンダーの偏りがある。主人公や登場人物の男

174 

女比が明らかに男性に偏っていたり，登場人

物の職業がステレオタイプの性別役割分業に

なっているなど，女性は社会の脇役という意

識を育てかねない危険性をはらんでいる内容

が教科書分析により指摘されている 22)。

このように，教室で生徒たちが学んでいる

のは学習指導要領に明記されているフォーマ

ルなカリキュラムだけではない。目に見えな

いもう lつのカリキュラムが存在しているの

である。男女の伝統的な役割 そして「男ら

しさJI女らしさ」という回定的なイメージが，

学校生活や学級迎蛍，学校行事の中で暗黙の

うちに伝えられているのである。それは「隠

れたカリキュラム」と呼ばれ，学校の中に潜

在化L-.毎日繰り返し生徒たちに伝えられて

きたメッセージなのである。

その他「男女別名簿」や，持ち物の男女色

分けなど，日常的なものにまでジェンダーは

浸透しており.学校生活を通じて女子中高生

たちは，これらのメッセージを知らず知らず

のうちに内面化することになる。

(3)教師と生徒との関係

また，教室での教師が生徒にどのような態

度をとって，どのような働きかけをしている

か つまり教師と生徒との聞の相互作用が生

徒の性別により異なっているという研究報告

も数多く出されている。

教師は町教室内で生徒に対しである砲の権

力を有L-.教育活動を行うにあたって生徒を

コントロールL-.達成度などを評価する権限

を持っている。教師と生徒の相互作用に見ら

れる性差についての研究を見ると守まず，教

師は女子よりも男子に対して 2倍から 3倍多

く働きかけるという量的な述いが指摘されて



いる 23)。日本でも，授業や学校行事などにお

ける参与観察，教師や生徒に対するインタビ

ューを過して，教師と生徒との相互作用の中

にジェンダー・パイアスが存在することが明

らかになっている 24)。

例えば，理科の実験の授業を観察した結果，

男子生徒から教師への働きかけとして，男子

の実験への取り組みの中にあらわれる「自信」

や.1教師の関心を独占しようとする」態度

が認められ，さらに男子が「自分たちが慢先

されているという j怠詰tをJ守っていること」が

指摘されている 25)。

また，生徒の叱り方やほめ方を，相手が男

子か女子かによって教師は微妙に使い分けて

いるという研究報告もある 26)。

こうした研究成果を踏まえると. ]] -2で

紹介した女子が「先生に理解されていない」

と感じている理由の中には，教師によるジェ

ンダー・バイアスの影響も否定できないだろ

つ。

(4)女子の進路選択

さらに，このような教師の性別による指導

方法の述いを見ると，教師の持つ固定的な性

役割観が，進路指導のあり方に影響をおよぼ

さないとも限らないだろう。高校進学，高校

での理系，文系の選択.大学・短大進学など，

それぞれの段階での教師による進路指導は，

生徒の性別を;忠誠した上で行われている可能

性がある。

女性の就業率は高まっているものの，女性

が卜分に能力を発押し職業生活での迷成感を

f号られているかとL、うと，決してそうではな

く「閉ざされた階層空間」に限られたもので

あると指摘されている 2i)。また，高学歴の女

k子rjlj¥';j生の.1J.織の変化とそのWi1;1'

性であっても，男性とは異なる処遇を受ける

ことが多い28)。女子の高学歴は男子と同じ程

度の職業達成に結びつくものではないようだ。

そうした状況は守学校内で進路を分ける仕

組みにもあらわれている。女子の進路は「学

力による選抜」と「妻役割 母役割」という

「伝統的な性役割問」との葛牒の結果生まれ

てくると指摘されている却)。つまり学校は，

性役剖観に基づいて生徒の進路配分を行う装

置であるというのだ。このように性役割仰に

基ついて進路選択の機会と範囲を制約する構

造を「ンェンダー・トラ yク」と呼んでいる

則。それは，あたかも個人の主体的な「選択」

のように思わせながら，実は「榊造的に規定

された自己選別Jによって.T:.子の進路が水

路つけられているというのだ。

木村涼子は，女子に対する教師の扱し方は，

教師自身の実感としても，生徒側の意見とし

ても，一般的に 1"1:1'¥リ傾向があるとしてい

る31にさらに木村涼子は「学校教育の文脈に

おいて女子が『目やかされるJという現象は，

学校教育や労働市場の競争に生き残る，また

は学生・生徒や社会人として能力を発押した

り責任を果たす，そうL、った課題からk性を免

除/捌除することを合意する」と指摘してい

る泣)。

教師が男子より女子にHいということはど

ういう影響を持つだろうか。叱られるべき同

に叱寅されず，討やかされるということは，

女子は批判的な対応を受ける機会が少ないま

ま，成長することになる。批判されることに

対し，責任ある判断を下して対応できるよう

に訓練される機会を与えられないことを意味

するのではないだろうか。

内閣府の世論調査結果のように，学校はー
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般社会よりは男女平等が進んでいると考えら

れている。しかし 9 詳しく見ると「隠れたカ

リキュラム」や「ジェンダー・トラック」の

ような日に見えないシステムが女子生徒に影

響をおよぼしている。「女らしさ」という枠

の押しつけは弱まってはいるものの，なお有

形，無形の圧力が残っているという構造は，

無論，学校だけでなく，家庭や一般社会にも

言えることであろう。

むすび

今の女子中高生たちが「女の子なんだから

00してはlミけなLリと注意されたり，男子

中高生が「男の子のくせに，女の子に負けて

いいのか」などと言われることは昔に比べる

と確実に減っているはずである。これまで見

てきたように，男k平等意識が広がり，女性

をとりまく法律や制度は改善され，さまざま

な分野で活躍する女性も増えた。中高生調査

の結果では.20年前に比べて全体的に男女の

述いが縮小する傾向がある。男女平等意識.

そしてそれを実現させる社会の仕組みは今の

段階では，無論まだ卜分とは言えなPo しか

し，女子中高生たちを「女の子なんだからJ

という枠に縛ろうとする圧力は弱まり，本人

たちがその気になれば守男子と差のないコー

スを進むチャンスを得ることは可能になった

のだ。

ただし，中高生調査の結果や木村涼子の指

摘のように，彼女たちは「甘やかされる」傾

向にある。 k子大生ブームや女子高生ブーム

は，彼女たちを結果的に「目やかす」ことに

つながっているだろう。

友子中高生たちが甘やかされ，責任を免除

されているとするならば，彼女たちが将来，
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世の中を動かし，重要な決断を下していくよ

うな存在になることを社会は「期待していな

Lリということになる。女性が働きやすい環

境を控えるべく，法やilil]度などが盤備されて

L、る。しかし，その一方で.1ジェンダー・ト

ラックJによって，性役割意識に基ついた進

路選択が学校教育の中で，いまなお行われて

いる。そして.1女らしさJをあからさまには

強制しなくなったが.1101やかしH期待しな

pJという矛盾した力が働いていると言える

のではないだろうか。

彼女たちの多くがやがて社会に出て働くこ

とになる。その時，いろいろなものが見えて

くるはずだ。なぜ男性社員と仕事の内容が述

うのか，どうして女性社員だけ制服なのか，

どうして女性の重役が少ないのか。そういっ

た現実を通じて，社会のあり方，世の中のし

くみといったものにまで目がおよび，疑問に

思うようになるだろう。そこで初めて「期待

されていない」ことに気がついても.1なぜ

期待されないのか」という聞いに答えを見つ

けることはできない。

最後に，もう lつ，中高生調査の結果を紹

介したい。「あなたは今，自分は幸せだと思

っていますか」という質問である(図30)01と

ても幸せだ」と答えた割合は.1982年には男

子29%.女子33%で.2002年は男子34%.女

子40%である。「とても幸せだ」と感じてい

るのは男子より女子の方が多い。そして，

「まあ幸せだ」をあわせると 9割以上が「幸せ

だ」と答えている。

「女の子なんだから」という圧力に反発して，

「男の子に負けまLリとがんは'ってきた女性の

先輩たちからすると，カパンにキャラクタ一

人形をぶら下げ守携帯で楽しそうにしゃべっ



 

  

女子中高生の由市山の変化とその問:IT'c

図 30 今.自分は幸せだと思うか(男女~IJ)

とても
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わからなt、
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語

k士Cf

まったく幸せではない'1

ているお気楽な女子中高生の姿に，思わず眉

をひそめてしまうかもしれない。しかし，だ

からと言って，幸せを感じている彼女たちに

「あなたが今，自由で楽しいと感じているの

は，輔されているのであって， J則待されてい

ないだけ」と言ったとしても，それが通じる

だろうか。

宇多田ヒカルにコンプレックスがなく，気

負いがなかったように，今のよE子高生たちも，

「女だから」という否定のされ方をしてこなか

ったという意味で，ジェンダーによるコンプ

レ yクスを感じる機会は少なかっただろう。

そのコンプレックスの無さを強みにすること

で句壁を乗り越えようとがんばって努力して

きた女性の先輩たちとは逃った社会との向き

合い方が，彼女たちにはできるのではないだ

ろうか。ジェンダーによる女性差別に免疫が

ないことで，リスクもあるだろう。現実社会

に直面した時，彼女たちは呆然としてしまう

かもしれない。しかし，だからといって立ち

止まったり.あるいは「男なんかに負けない

ぞ」と肩肘を張らないで，彼女たちの持ち味

である自然体で，瓢々とその場面を乗り切る

ことができれば，また一歩，ジェンダー・フ

リーの社会に近づくことになるのではないだ

ろう:iJ'0 (やまうちりか)

とても
半

2002年

まあ幸せだ あまり
わからない

加田容

ワ
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